
受け継がれる伝統芸能
第１８回   おやま囃子芸能発表会（記事：2ページ）
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１
月
17
日
、
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

で
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
安
全
作
業
を
目
指
し
て
」
と
題
し
、
講

師
の
高
橋
幸
雄
さ
ん
（
秋
田
県
警
Ｏ
Ｂ
）
が

古
く
か
ら
伝
わ
る
作
業
に
適
し
た
結
び
方
を

紹
介
。
集
ま
っ
た
参
加
者
は
、
基
礎
的
な
も

の
か
ら
、
積
み
荷
を
押
さ
え
る
「
引
き
締
め

結
び
」
な
ど
様
々
な
用
途
に
合
わ
せ
た
結
び

方
を
学
び
ま
し
た
。
教
室
の
最
後
に
は
屋
根

に
見
立
て
た
階
段
で
の
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
高
橋
さ
ん
は
「
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
は

作
業
の
効
率
化
、
ま
た
高
所
作
業
で
の
安
全

確
保
に
非
常
に
役
立
つ
。
ぜ
ひ
何
度
も
練
習

し
て
身
に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
教
室
（
田
沢
湖
公
民
館
事
業
）

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
で
安
全
確
保
、作
業
向
上

田沢湖地区

171/

一 つ、 二
つ覚えておく
だけでも非常
に便利なロー
プワーク

▼

▼自宅での贈呈式

　

２
月
１
日
、
戸
澤
信
さ
ん
（
西
木
町
上
荒

井
）
が
白
寿
を
迎
え
、
市
か
ら
お
祝
い
と
花

束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

白
寿
の
お
祝
い

西木地区

12/

　

１
月
25
日
、
田
沢
湖
地
区
の
健
康
と
医
療

を
考
え
る
会
（
西
村
隆
作
会
長
）
と
市
立
田

沢
湖
病
院
職
員
と
の
情
報
交
換
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
昨
年
12
月
に
東
京
都
で
開
催
さ

れ
た
地
域
住
民
活
動
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
田
沢
湖
病

院
か
ら
現
状
に
お
け
る
課
題
と
経
営
状
況
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
を
通
じ
、
行
政
・

医
療
機
関
・
地
域
住
民
が
三
位
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域
の
医
療
を
支

え
合
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
を
機
会
に
今
後
も
継
続
し

た
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
、
連
携
と
協
働

を
も
っ
て
地
域
の
医
療
を
守
ろ
う
と
誓
い
合

い
ま
し
た
。 田

沢
湖
地
区
の
健
康
と
医
療
を
考
え
る
会

地
域
医
療
再
生
の
情
報
交
換
会

田沢湖地区

地 域 医 療
のあり方につ
いて話す西村
会長

▼

251/

　

陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー

ト
が
１
月
26
日
に
開
催
さ
れ
、
会
場
の
市
民

会
館
に
は
大
勢
の
聴
衆
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
１

部
で
は
「
大
い
な
る
秋
田
」
な
ど
を
演
奏
。

美
し
い
調
べ
を
聴
か
せ
ま
し
た
。
２
部
で
は

「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」「
ヤ
ン
グ
マ
ン
」

な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
演

奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
、
音
楽
隊
の
高
橋
充

隊
長
（
３
等
陸
佐
）
に
、
仙
北
市
自
衛
隊
父

兄
会
よ
り
用
意
さ
れ
た
感
謝
の
花
束
が
田
村

陽
菜
さ
ん（
生
保
内
中
３
年
）か
ら
手
渡
さ
れ
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト

す
ば
ら
し
い
演
奏
に
会
場
大
喝
采

田沢湖地区

さ ま ざ ま
な楽曲で聴衆
を魅了した音
楽隊

▼

261/

　

秋
田
県
で
芸
術
文
化
の
各
分
野
で
活
躍
し

た
個
人
や
団
体
に
贈
る
芸
術
選
奨
特
別
賞

（
ふ
る
さ
と
文
化
賞
）
を
、
平
成
24
年
11
月

28
日
に
亡
く
な
っ
た
テ
ノ
ー
ル
歌
手
・
本
田

秋
田
県
芸
術
選
奨
特
別
賞
（
ふ
る
さ
と
文
化
賞
）

故
・
本
田
武
久
さ
ん
が
受
賞

仙北市

12/

　

１
月
28
日
、
西
明
寺
中
学
校
（
田
口
和
典

校
長
）
の
生
徒
た
ち
が
、
地
域
内
の
一
人
暮

ら
し
世
帯
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
活
動
は
地
域
貢
献
へ
積
極
的
に
取
り

組
む
姿
勢
や
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を

通
じ
敬
う
心
、
感
謝
の
気
持
ち
を
育
む
た
め
、

毎
年
全
校
生
徒
が
参
加
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

担
当
す
る
住
宅
に
到
着
し
た
生
徒
た
ち

は
、
ス
コ
ッ
プ
、
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
な
ど
の
道

具
を
手
に
、
屋
根
か
ら
落
ち
た
雪
や
家
の
ま

わ
り
に
積
も
っ
た
雪
の
除
排
雪
に
熱
心
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒
は
「
屋
根

か
ら
落
ち
た
雪
は
凍
っ
て
固
ま
っ
て
大
変

だ
っ
た
が
、
あ
り
が
と
う
と
声
を
掛
け
ら
れ

て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

作
業
後
に
は
生
徒
た
ち
が
作
っ
た
学
校
の
活

動
ア
ル
バ
ム
を
お
家
の
方
と
見
な
が
ら
談

笑
。
交
流
を
深
め
た
地
域
の
方
は
「
子
ど
も

た
ち
の
お
か
げ
で
大
変
助
か
っ
た
。
ア
ル
バ

西
明
寺
中
学
校
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
じ
心
の
ふ
れ
あ
い

西木地区

281/

武
久
さ
ん
（
享
年
41
）
が
受
賞
し
、
２
月
１

日
に
秋
田
県
庁
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
ご
遺

族
の
方
が
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
自
ら
闘
病
生
活
を
送
り

な
が
ら
、
同
じ
境
遇
に
置
か
れ
た
人
々
や
家

族
を
支
え
る
た
め
各
地
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

き
、
希
望
と
感
動
を
与
え
続
け
、
ま
た
、
出

身
地
で
あ
る
仙
北
市
の
小
学
校
で
は
、
子
ど

も
た
ち
に
音
楽
の
持
つ
力
と
夢
を
実
現
さ
せ

る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
功
績
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

２
月
11
日
、
角
館
の
お
祭
り
保
存
会
（
高

橋
雄
七
会
長
）
主
催
の
お
や
ま
囃
子
芸
能
発

表
会
が
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
国
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

「
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
」
の
重
要
な
構
成

要
素
で
あ
る
「
お
や
ま
囃
子
」
を
、
日
頃
練

習
し
て
い
る
若
者
た
ち
に
、
そ
の
成
果
を
発

表
す
る
場
を
設
け
一
堂
に
披
露
す
る
こ
と
に

よ
り
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
伝
統
の
継

承
活
動
に
寄
与
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
17
団
体
（
約
５
３
０
人
）
の
参
加

で
、
会
場
は
１
２
０
０
人
以
上
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

第
18
回
お
や
ま
囃
子
芸
能
発
表
会

伝
統
芸
能
の
練
習
成
果
を
披
露

角館地区

112/

今回の表紙

熱 心 に 除
雪 に 取 り 組
む生徒たち

▼

ム
に
は
気
遣
い
の
一
言
も
添
え
ら
れ
て
い
て

あ
り
が
た
か
っ
た
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

田沢湖地区

西木地区

角館地区

地
域
の
話
題

仙北市の
できごとをお届け
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１

２

３

４

５

２
月
28
日

夜
間
納
税
窓
口
開
設

の
お
知
ら
せ

　

日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
夜
間

納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相

談
窓
口
も
併
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
２
月
28
日
（
木
）

　

17
時
15
分
～
19
時

　

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場

　

合
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
税
務
課
、
角
館
・
西
木
地
域

　

セ
ン
タ
ー

●
問
合
せ
／
税
務
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）

　

（
43
）
１
１
１
７

　

※
多
重
債
務
に
関
す
る
相
談
も
随
時

　

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
遠
慮
な
く

　

来
庁
ま
た
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
平
成
25
年
２
月
28
日
納
期
限
の
税
目

　

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
口
座
振
替

　

日
も
納
期
限
と
同
日
で
す
の
で
、
前

　

日
ま
で
通
帳
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ

　

さ
い
。

　

○
国
民
健
康
保
険
税
第
８
期

　

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通

　
　
徴
収
）
第
８
期

あ
な
た
の
技
や
知
恵
を
仙
北
市
の
財
産
に

「
せ
ん
ぼ
く
ふ
る
さ
と
マ
イ
ス
タ
ー
」
大
募
集
！

　

身
近
な
技
や
知
恵
が
失
わ
れ
つ
つ

あ
る
今
、
仙
北
市
で
は
卓
越
し
た
技

術
や
技
能
を
も
つ
市
民
を
「
せ
ん
ぼ

く
ふ
る
さ
と
マ
イ
ス
タ
ー
」
に
認
定

し
、
そ
の
技
術
の
継
承
や
後
継
者
の

育
成
を
図
る
た
め
の
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

　

自
薦
、
他
薦
を
問
わ
ず
、
た
く
さ

ん
の
匠
（
マ
イ
ス
タ
ー
）
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
要
件
／

　

①
仙
北
市
に
１
年
以
上
住
ん
で
い

　
　

る
方

　

②
技
や
知
識
が
一
般
に
比
べ
優
れ

　
　

て
い
る
こ
と
。

　

③
技
の
継
承
に
意
欲
が
あ
り
、
継

　
　

続
的
に
活
動
で
き
る
方

●
応
募
方
法
／
自
薦
・
他
薦
に
関
係

　

な
く
、
所
定
の
推
薦
書
に
よ
り
応

　

募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

推
薦
書
は
、
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
、

　

電
子
メ
ー
ル
で
商
工
課
へ
随
時
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
推
薦
書
は
、
市
役
所
の
ほ
か
、
市

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

●
調
査
・
選
考
／
推
薦
書
の
提
出
を

　

受
け
、
調
査
・
選
考
を
行
い
ま
す
。

●
認
定
／
調
査
・
選
考
後
、
認
定
者

　

を
発
表
し
ま
す
。（
毎
年
度
10
人
認

　

定
予
定
）

　

認
定
者
に
は
報
奨
金
1
万
円
と
認

　

定
証
を
授
与
す
る
ほ
か
、
広
報
・

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

●
継
承
活
動
の
支
援
／
マ
イ
ス
タ
ー

　

が
行
う
継
承
活
動
等
へ
報
奨
金
を

　

支
払
い
ま
す
。

●
応
募
先
・
問
合
せ
／

　

観
光
商
工
部　

商
工
課　

せ
ん
ぼ
く

　

ふ
る
さ
と
マ
イ
ス
タ
ー
担
当

　

〒
０
１
４-

０
３
１
８

　

仙
北
市
角
館
町
中
町
36　

中
町
庁
舎

　

（
43
）
３
３
５
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
54
）
４
１
０
２

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

shoko@
city.sem

boku.akita.jp

も
の
づ
く
り
企
業

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修

生
産
管
理
基
礎
（
２
日
間

コ
ー
ス
）

　

生
産
管
理
部
門
の
基
本
知
識
、
生
産

管
理
の
役
割
、
活
用
な
ど
が
習
得
で
き
、

す
ぐ
に
業
務
に
役
立
て
る
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
日
時
／
３
月
５
日（
火
）～
６
日（
水
）

●
場
所
／
横
手
市
交
流
セ
ン
タ
ー　

　

Ｙ
２
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ　

３
階

●
時
間
／
９
時
30
分
～
16
時
30
分

●
主
催
／
秋
田
県
南
工
業
振
興
会

●
受
講
料
／
◆
秋
田
県
南
工
業
振
興
会

　

の
会
員
企
業
…
無
料　

　

◆
会
員
以
外
企
業
…
２
万
円

●
申
込
締
切
／
２
月
21
日
（
木
）

●
問
合
せ
／
商
工
課
（
角
館
中
町
庁
舎
）

　

（
43
）
３
３
５
１

こころの
健康相談

　「つらいこと、苦しいこと、
不安なこと、眠れない」など
家族や個人の心の悩みをゆっ
くり相談してみませんか。臨
床心理士、保健師がお話をお
聴きします。
●日時／ 2 月 27 日（水）　　
　15：30 ～ 17：00
●場所／角館交流センター（相
　談室）、健康管理センター（和
　室）
●スタッフ／臨床心理士、保
　健師
●相談方法／面談、電話相談
　（要予約）　　　　　　　　
●問合せ／仙北市保健課
　 55-1112
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総務課　 43-1111
ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

田沢出張所（サポートセンター）　 43-1351
神代出張所（サポートセンター）　 43-1352
桧木内出張所（サポートセンター）　 48-2001
上桧木内出張所（サポートセンター）　 49-2159

市
役所からのお知らせ

　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ

ｎ　

田沢湖地域センター（サポートセンター）　 43-1115・43-1147
角館地域センター（サポートセンター）　 43-3309
西木地域センター（サポートセンター）　 43-2200　

市
立
角
館
総
合
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
に
伴
う
病
棟
面
会
制
限
の
お
願
い

　

現
在
、
当
院
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、

入
院
患
者
様
へ
の
ご
面
会
を
平
成
25

年
１
月
21
日
よ
り
制
限
し
て
い
ま
す
。

　

入
院
患
者
様
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
感
染
し
、
重
症
化
す
る
と
脳
炎
や

脳
症
等
の
重
篤
な
状
態
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
、
ま
た
、
他
の
患
者
様
等

へ
の
感
染
が
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
原
則
と
し
て
、

入
院
患
者
様
へ
の
面
会
は
禁
止
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
特
段
の
理
由
（
入
院
患

者
様
へ
の
日
用
品
を
お
届
け
す
る
場

合
等
）
で
面
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

病
棟
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
お
声

が
け
く
だ
さ
い
。
な
お
、
来
院
い
た

だ
く
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
と
手
洗

い
の
遵
守
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

入
院
患
者
様
を
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

感
染
か
ら
守
る
た
め
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
立
角
館
総
合
病
院

　
　
　
　

 

院
長　
　

西
野　

克
寛

●
面
会
制
限
の
期
間
等
に
つ
い
て
は
、

　

直
接
病
院
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

●
日
中
、
病
院
へ
お
越
し
の
際
は
、
正

　

面
玄
関
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
休
日

　

お
よ
び
夜
間
の
時
間
帯
は
救
急
外
来

　

入
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
市
立
角
館
総
合
病
院　

　

（
54
）
２
１
１
１

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の

注
意
事
項

◆ 
帰
宅
後
の
「
う
が
い
」「
手
洗
い
」

　

を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
急
な
発
熱
や
咳
、
喉
の
痛
み
等
、
イ

　

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
思
っ
た
ら
、
早
め

　

に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◆
マ
ス
ク
を
使
用
す
る
等
、
咳
エ
チ

　

ケ
ッ
ト
に
心
が
け
、
イ
ン
フ
ル
エ

　

ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
、
う
つ
さ
な

　

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

投
・
開
票
予
定
日
は
３
月
３
日
（
日
）

生
保
内
財
産
区
管
理
会
委
員
一
般
選
挙
の
お
知
ら
せ

　

任
期
満
了
に
伴
う
生
保
内
財
産
区
管

理
会
委
員
一
般
選
挙
（
定
数
７
人
）
が

２
月
26
日
（
火
）
に
告
示
、
３
月
３
日

（
日
）
に
投
開
票
で
す
。

●
投
・
開
票
日
／
３
月
３
日
（
日
）

　
【
投
票
の
受
付
時
間
（
予
定
）】

　

午
前
７
時
～
午
後
５
時

　
【
開
票
時
間
（
予
定
）】
午
後
６
時

　
【
開
票
会
場
（
予
定
）】
田
沢
湖
総
合

　

開
発
セ
ン
タ
ー
大
集
会
室

期
日
前
投
票
は
、
２
月
27
日
か
ら

３
月
２
日
ま
で
で
す

●
時
間
／
午
前
８
時
30
時
～
午
後
8
時

●
場
所
／
仙
北
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎

　

仕
事
や
旅
行
等
に
よ
り
、
投
票
日
に

投
票
で
き
な
い
方
の
た
め
、
期
日
前
投

票
所
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
選
挙
で
は
、
不
在
者
投

票
制
度
を
適
用
し
て
い
な
い
た
め
、
旅

行
先
の
他
市
町
村
や
病
院
施
設
等
で
の

不
在
者
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会
（
田
沢

　

湖
庁
舎
）

（
43
）
１
１
５
０

投票場所（予定）
投票
区名

投票所
（変更の場合あり）

石神 石神会館

武蔵野 武蔵野会館

生保内
健康増進
センター

潟 潟文化センター

入場券の発送は、

2月26日頃の
予定です。

保健・健康の掲示板



　

　仙北市では、保護者が労働等により昼間家庭にいない小

学校低学年の児童を対象に、授業終了後に適切な遊びや生

活の場を提供し、児童の健全育成の向上を図ることを目的

に、活動を行う放課後児童クラブを開設しています。

　利用を希望される方は、次の要領等を確認の上、申込期

限まで書類を提出してください。

●対象児童／労働等により保護者が昼間家庭にいない小学

　校 1 ～ 3 年生の児童

●利用場所・定員／

名称 開設場所 定員

かくのだて児童クラブ 角館児童館内 60 人

かしわっこクラブ 白岩小学校内 28 人

白樺児童会 生保内小学校内 70 人

ポプラ学園 神代小学校内 34 人

マロンクラブ 西明寺小学校内 24 人

ひのきっこクラブ 桧木内小学校内 30 人

平成２５年度　放課後児童クラブ利用申し込みについて

●利用期間／平成 25 年 4 月 1 日から平成 26 年 3 月 31

　日（1 年毎の申し込み）

●利用日時／

　◆登校日の月曜日から金曜日まで…放課後から 18：30

　　まで

　◆春季・夏季・秋季・冬季の長期休業期間、平日の振替

　　休業日、第 1・第 3 土曜日…7：30 から 18：30 まで（昼

　　食を持参）

●休業日／土曜日（第 2・第 4・第 5）、日曜日、国民の祝日、

　8 月 13 日から 16 日、12 月 29 日から 1 月 3 日

●利用料／月額 4,000 円（保険料、おやつ代含む）

●帰宅方法／原則、保護者等が迎えに来ていただきます ｡

●申込方法／利用申請書に記入し、必要書類を添付の上、

　子育て推進課（西木庁舎）・地域センター窓口（角館庁舎・

　田沢湖庁舎）、各出張所または各放課後児童クラブ（14

　時半頃から職員がいます）へ提出してください。

　用紙も各施設においてあります。

●申込期限／ 2 月 28 日（木）

●問合せ／子育て推進課　 43-2280

給食食材
検査調理場 検査月日 検査品目 産地 セシウム 134 セシウム 137

田沢湖学校給食センター 平成 25 年 1 月 16 日 豚肉 岩手県 不検出 不検出
角館学校給食センター 平成 25 年 1 月 16 日 さといも 仙北市 不検出 不検出
西木学校給食センター 平成 25 年 1 月 16 日 根深ネギ 仙北市 不検出 不検出

▲

一般食品基準値：100Bq ／ kg 以下　( 一般食品、平成 24 年 4 月 1 日より適用 )

▲

問合せ／【学校給食】…教育委員会教育指導課（角館庁舎）　 43-3382　

▲

　　　　　【保育園給食】…子育て推進課（西木庁舎）　 43-2280

仙北市の

放射性物質測定状況 （2 月測定分）

クニマス里帰りプロジェクト特別企画展

「クニマスと共に」 ～過去から未来へ～
山梨県で人口孵化したクニマス稚魚の生体展示やクニマスが西湖
で発見されるまでの歴史などを示したパネル展示のほか、京都大
学総合博物館教授中坊徹次氏、地元三浦久氏等による記念講演会
を開催します。

特別企画展

　●開催期間／３月１０日（日）～２４日（日）
　　10：00 ～ 16：00
　●開催場所／田沢湖ハーブガーデン　ハートハーブ
　●展示内容／クニマス稚魚
　　西湖のクニマス成魚標本（♂・♀）
　　クニマス漁丸木舟（複製）
　　クニマスの歴史を示すパネル
　　クニマスに係る地元資料など
　●主催／仙北市

　●問合せ／仙北市企画政策課　 43-1112

クニマスの稚魚

記念講演会
●開催日時／ 3 月 10 日（日）14：00
●開催場所／田沢湖総合開発センター
●講師／
　・京都大学総合博物館教授
　　中坊  徹次  氏
　・田沢湖に生命を育む会
　　三浦  久  氏
　・大曲農業高等学校教諭
　　大沼  克彦  氏

企
業
誘
致
①

『　
（
株
）
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム　
』

仙
北
市
長

　
　
門
脇
　
光
浩
　

まちづくり
日記

No.51

　

仙
北
市
は
、
年
間
６
百
万
人
の
お
客

様
を
お
迎
え
す
る
県
内
屈
指
の
観
光
地

で
す
。
こ
の
“
地
の
利
”
は
農
業
経
営

に
も
有
益
で
す
。
農
産
物
の
出
荷
・
流

通
経
費
は
、
観
光
で
訪
れ
る
お
客
様
を

消
費
者
と
す
る
こ
と
で
大
幅
な
経
費
節

減
が
可
能
で
す
し
、
市
内
で
美
味
し
い

も
の
を
口
に
し
た
方
々
は
、
全
国
に
そ

の
お
話
を
広
め
て
く
れ
る
語
り
部
に
も

な
っ
て
く
れ
ま
す
。
田
沢
湖
・
角
館
と

言
う
極
め
て
優
れ
た
観
光
ブ
ラ
ン
ド
が
、

正
直
で
安
全
な
農
産
物
に
、
さ
ら
に
付

加
価
値
を
加
え
て
く
れ
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、
全
国
的
に
見

て
も
観
光
産
業
が
発
達
し
た
市
町
村
は

農
業
が
盛
ん
で
す
。

　

さ
て
一
昨
年
、
会
議
で
一
緒
に
な
っ

た
岩
手
県
の
あ
る
首
長
さ
ん
か
ら
、
Ｅ

Ｊ
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
本
社
：

東
京
都
中
野
区
）
の
お
話
し
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。「
非
常
に
優
秀
な
企
業
経
営

集
団
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
早
速
お
会

い
し
、
ま
た
代
表
取
締
役
の
家
形
一
生

氏
と
懇
談
を
重
ね
、
誠
実
な
お
人
柄
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
の
産

業
振
興
に
か
け
る
思
い
も
熱
心
に
受
け

止
め
て
い
た
だ
き
、
こ
ん
な
時
間
を
経

て
夏
イ
チ
ゴ
の
養
液
栽
培
構
想
に
行
き

着
き
ま
し
た
。
昨
年
設
立
の
（
株
）
ス

ト
ロ
ベ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
は
、
当
初
は
市

内
の
農
家
な
ど
か
ら
出
資
を
募
っ
て
立

ち
上
げ
る
計
画
で
し
た
。
で
も
夏
イ
チ

ゴ
の
市
場
評
価
や
養
液
栽
培
の
技
術
面

を
不
安
に
思
う
方
が
多
く
、
出
資
は
進

み
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
ま
ず
本
事

業
に
理
解
を
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
と
、

市
有
地
を
貸
し
出
し
、
全
額
同
社
の
経

費
で
モ
デ
ル
事
業
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

事
業
は
３
期
計
画
ま
で
あ
っ
て
、
３

年
で
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
27
棟
（
う
ち
観

光
棟
12
棟
）、
雇
用
者
30
人
、
年
間
生
産

量
40
㌧
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
県
内
随

一
・
東
北
有
数
の
規
模
で
す
が
、
計
画

を
進
め
る
た
め
に
は
地
元
出
資
者
の
存

在
が
鍵
に
な
り
ま
す
。

　

事
業
が
軌
道
に
乗
る
と
、
養
液
栽
培

で
の
野
菜
な
ど
他
作
物
へ
の
応
用
や
、

加
工
・
直
販
に
よ
る
６
次
産
業
化
に
大

き
く
道
が
開
け
ま
す
。
市
の
総
合
産
業

研
究
所
や
商
工
課
で
は
、
そ
ん
な
明
日

を
実
現
し
た
い
と
一
生
懸
命
で
す
。

子育て
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イベント笹葉もち作り体験

●日時／ 2 月 24 日（日）10：00

～ 12：00　●会場／仙北市活性化施

設（かたくり館・仙北市西木町小山田

字八津 249-1）●内容／笹葉もち作

り体験と試食会　●参加費／ 600 円

（笹葉もち 2 組持ち帰り含む）　●募集

人数／ 20 人　●申込・問合せ／仙北

市活性化施設（かたくり館）　 47-

3535

セミナー・教室等

　文化財課では、地元に残る伝統の

お菓子作りの参加者を募集していま

す。これは、なくなりつつある古き

良き食文化を見直しながら節句をお

祝いする企画です。

　今年のひなまつりは、自分で作っ

たお菓子でお祝いしてみてはいかが

でしょうか。初めての方のご参加も

歓迎します。

　参加費は無料です。

●日時／ 2 月 20 日（水）10：00

～ 13：00　●会場／旧石黒（恵）

家（角館町表町上丁 1 番地）　●メ

ニュー／なると餅、栗ようかん　●

講師／相馬栄・相馬順子　●定員／

10 人（定員になり次第締切）　●受

付期限／ 2 月 19 日（火）まで（平

日のみ）　●申込・問合せ／仙北市教

育委員会　文化財課　 43-3384

旧石黒（恵）家は、冬期間も公開して
います。
●時間／ 9：00 ～ 16：30　
※月曜定休。月曜が祝日の場合は火曜
休館

３月３日は桃の節句

「雛（ひな）菓子づくり」
に挑戦してみませんか

昨年を上回る２０２点の作品を展示

第２回仙北市総合美術展
開催中

●会期／ 2 月 17 日（日）まで　●会

場／角館町平福記念美術館　●開館時

間／ 9：00 ～ 16：30（入場は 16：

00 まで）　●展示作品／絵画、書、写

真、工芸、手芸、俳句　●入場料／仙

北市民無料　●問合せ／仙北市総合美

術展実行委員会（仙北市教育委員会　

生涯学習課内） 43-3383

第２０回
JSBA全日本スノーボード
テクニカル選手権大会

● 日 程 ／ 2 月

28 日（木）～

3 月 3 日（日）

● 会 場 ／ た ざ

わ 湖 ス キ ー 場

●種目／フリー

ライド自由、フ

リ ー カ ー ビ ン

グ、カービングターンロング、カー

ビングターンミドル、カービングター

ンショート、ジャイアントスラロー

ム、規定グラウンドスタイル　●問合

せ／日本スノーボード協会 　 03-

5458-2661

　料理を作るのは楽しい。食べるの

はもっと楽しい。手料理で家族や友

人をもてなすのもまた楽しいもの。

最近は「男子キッチン」のブームに

より料理に関心を持つ男性が増え独

自のレシピまで作成する熱心な人も

多いようです。

　本格的でなくても、食べたいもの

を自分で作れるようになったら、す

ごく嬉しいですよね。そこで入門編

として下記の日程でクッキング教室

を開催しますので、興味のある男性

はもちろんのこと、初心者の女性に

もぜひ参加していただきたいと思い

ます。

　一緒に「ワイルドクッキング」を

楽しみましょう。

●日時等／① 2 月 24 日（日）（虹豚

ふわとろチャーシュー、ほか 2 品）　

② 3 月 10 日（日）（いろいろ一口餃

子、ほか 2 品）　10：00 ～ 13：00

●会場／神代就業改善センター　●費

用／ 1,500 円（750 円× 2 回）　●

持物／エプロン・筆記具など　●定員

／ 20 人　●締切／ 2 月 22 日（金）

17：00 まで　●申込・問合せ／田沢

湖公民館　 43-1061

男のワイルドクッキング
教室　～ 料理は楽しい ～

●期日／ 2 月 23 日（土）　●会場／

角館交流センター　●受講料／無料

【午前】
●時間／ 10：00 ～ 11：30　●テー

マ「佐竹氏と秋田蘭画」　●講師／県

立近代美術館　学芸主事　山本丈志　氏

●内容／秋田蘭画の誕生について、秋

田藩の動向から探る。

【午後】
●時間／ 13：00 ～ 14：30　●テー

マ「激動の時代を生き抜いた秋田藩初

代藩主佐竹義宣」　●講師／県立博物

館　主任（兼）学芸主事　新堀道生　氏

●内容／激動の時代を生き抜き、政治・

軍事上の拠点久保田城を築城した義宣

の業績と生き方に迫る。

●申込・問合せ／秋田県生涯学習セン

ター　 018-865-1171

美の国アクティブカレッジ
「特別公開講座」
仙北キャンパス

①パソコン基本
　マウス・キーボード操作、文字入力、

インターネット、電子メールなど。

●対象／初心者　●日時／ 3 月 1 日

（金）、4 日（月）、5 日（火）9：00

～ 12：00　

②ワード基本
　文章作成など。

●対象／パソコン基本操作をおおよ

そ習得している方　●日時／ 3 月

13 日（水）、14 日（木）9：00 ～

12：00

③エクセル基本
　計算、表の作成など。

●対象／パソコン基本操作をおおよ

そ習得している方　●日時／ 3 月

18 日（月）、19 日（火）9：00 ～

12：00

第５回パソコン講座
受講生募集

【 共 通 事 項 】●使用するパソコン

Windows　XP　●場所／仙北市総合

情報センター（角館町田町上丁 23）　

●費用／①パソコン基本 600 円　②

ワード基本 300 円　③エクセル基本

300 円　●定員／

各 19 人　●申込・

問合せ／仙北市総

合情報センター（土・

日曜日、祝日を除く）

43-3339

【低電圧電気取扱い業務特別教育】
●日時／ 3 月 5 日（火）、6 日（水）9：

00 ～ 16：00　●場所／大曲技術専

門校　●受講資格／現在お勤めしてい

る方　●定員／ 20 人　●受講料／無

料（テキスト代は自己負担）　●申込・

問合せ／大曲技術専門校　民間訓練支

援室　 0187-62-6321

大曲技術専門校
３月開催予定のスキル
アップセミナー

お知らせ

雪による事故に
十分注意を

　連日テレビ等で、雪による事故が報

じられています。県内では、落雪によ

る事故も多く発生しているようです。

雪道を歩く際には、足下だけでなく樹

木や屋根の雪にも注意してください。

また、市内では、建物等からの落雪に

より、道路をふさぐ事案が数件発生し

ています。道路に面した建物の雪は早

めの除雪をお願いします。

　まだまだ、多くの雪が降ると思われ

ます。除雪作業をする際には、今一度

安全を確認し、作業を行ってください。

～安全な雪下ろしのポイント～
・屋根の雪のゆるみに注意

・安全な服装での作業

・ヘルメットや命綱の使用

・はしごはしっかり固定

・作業は 2 人以上で（1 人で行う場合

　は家族や隣近所に声をかけてから）

●問合せ／仙北市災害警戒部（環境

防災課）　 43-3308　角館消防

署　 54-2302

平成２４年通信利用動向
調査への協力について

【通信利用動向調査とは】
　総務省が毎年行っている、インター

ネットや携帯電話・スマートフォンな

ど我が国の通信・放送サービスの利用

状況を把握する調査です。

【調査の概要】

▼調査の対象／全国の満 20 歳以上の

世帯構成員がいる世帯および従業員

100 人以上の企業から抽出　 ▼調査

の項目／インターネット・固定電話・

テレビ放送・携帯電話・スマートフォ

ンの利用状況・インターネットのセ

キュリティ対策・被害状況・ソーシャ

ルメディアの利用状況など　 ▼ 調査

時期／平成 25 年 1 月～ 2 月（平成

24 年 12 月末時点の状況を回答）　

▼公表予定／平成 25 年５月下旬

●本調査は、統計法に基づく承認を

得て実施しています。ご記入いただ

いた情報は、厳重に管理した上で統

計の作成以外の目的には一切使用し

ません。昨年度の調査結果は下記Ｕ

ＲＬをご参照ください。

http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/

statistics/statistics05a.html
●問合せ／総務省　情報通信国際戦

略局　情報通信政策課　情報通信経

済室　 03-5253-5744

未内定の学生、生徒、
保護者の皆様へ

　秋田新卒応援ハローワーク、県内各

ハローワークでは、3 月 30 日までの

期間、今春卒の学生、生徒、保護者の

方を対象に「未内定者への集中支援

2013」を実施します。期間中、各ハロー

ワークに「学卒集中支援コーナー」を

設置しますので、ぜひご利用ください。

●問合せ／ハローワーク角館　

54-2434
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秋田内陸線　関係情報

秋田内陸線・奥羽北線　広域観光フォーラム

秋田内陸線を活かした広域観光を
考える

●日時／ 2 月 20 日（水）13：00 ～ 16：00

●会場／北秋田市　阿仁ふるさと文化センター

　（北秋田市阿仁水無大町 146-1）

●プログラム／

　◆第１部調査事例報告

　「秋田内陸線と沿線地域の活性化に関する調査研究報告」

　・宮曽根 隆 氏（公益財団法人東北活性化研究センター調査研究部長）

　・野呂 拓生 氏（公益財団法人東北活性化研究センター主任研究員）

　◆第 2 部パネルディスカッション

　「沿線観光の魅力と地域の取組」

　【パネラー】

　・八柳 角弥 氏（特定非営利活動法人弘前こどもコミュニティ・ぴーぷる常任理事事

　　務局長）

　・三浦 陽一 氏（ＮＰＯ法人秋田内陸沿線地域エコミュージアム会議代表理事）

　・小棚木 政之 氏（ＮＰＯ法人大館・小坂鉄道レールバイク理事長）

　・戸嶋 喬 氏（ふるさと阿仁観光案内人の会会長）

　【コメンテーター】

　・宮曽根 隆 氏（公益財団法人東北活性化研究センター調査研究部長）

　・野呂 拓生 氏（公益財団法人東北活性化研究センター主任研究員）

　・酒井 一郎 氏（秋田内陸線縦貫鉄道株式会社代表取締役社長）

　【コーディネーター】

　・濱田 純 氏（秋田大学北秋田分校長）

　◆質疑応答

●問合せ／秋田内陸線・奥羽北線沿線連絡協議会事務局（北秋田市役所商工

　観光課内）　 0186-72-5243

買って活かそう内陸線！
キャラバン　開催中

　沿線 10 会場で、内陸線関連商品を

販売しています。

　内陸線のお土産、グッズを買って、

内陸線を活かしましょう！

　内陸線ホリデーきっぷで来られた

方、当日ご来場のお子様には、粗品を

進呈します。

◆ 2 月 16 日（土）米内沢「米内沢

　駅待合室」11：00 ～ 15：00

◆ 2 月 17 日（日）角館「内陸線待合室」

　11：00 ～ 15：00

◆ 2 月 23 日（土）阿仁合「キャン

　ドルストリート」16：00 ～ 20：

　00

◆ 2 月 24 日（日）比立内「駅交流

　スペース」11：00 ～ 15：00

◆ 3 月 2 日（土）角館「内陸線待合室」

　11：00 ～ 15：00

◆ 3 月 3 日（日）鷹巣「いとく鷹巣

　ショッピングセンター」11：00 ～

　15：00　

◆問合せ／ＮＰＯ法人秋田内陸沿

線地域エコミュージアム会議　

0186-84-2120

「秋田内陸線　絵画・写真展」開催中

　角館駅前のスタシオンにて「秋田内陸線　絵画・写真展」を２月４日よ

り開催しています。

　桧木内小学校 3 ～ 5 年生児童による心温まる絵画を展示するほか、昨年、

秋田市で開催した「秋田・美人ラインフォトコンテスト」作品を仙北市に

会場を移し絵画と併せて展示します。

　入場は無料です。あなたもこの機会に内陸線の魅力に触れてみませんか。

●会場／仙北市憩いの場　角館スタシオン（角館駅前）　

●期間／ 3 月 31 日（日）まで　●時間／ 9：30 ～ 17：00

●問合せ／仙北市企画政策課　 43-1112

3 月７日から津波警報が
変わります

　津波警報は、津波による災害の発生

が予想されるときに発表される重要な

情報です。

　気象庁では、東日本大震災の津波被

害を踏まえ、これまでの内容を改善し

た新しい形式の津波警報の発表を平

成 25 年 3 月 7 日正午から開始しま

す。

　津波から命を守るために、強い揺れ

や弱くてもゆっくりとした長い揺れ

を感じたときや、揺れを感じなくても

津波警報を見聞きしたときは、すぐに

高いところに避難してください。

　詳しくは、仙北市役所にあるリー

フレット「平成 25 年 3 月から津波

警報が変わります」や秋田地方気象

台ホームページ（http://www.jma-

net.go.jp/akita/）をご覧ください。

●問合せ／秋田地方気象台　防災業

務課　 018-864-3955

油漏れにご注意！

　河川や側溝などへ油が流出した場合、

事故処理費用は、原因者に請求されま

す。油の取り扱いには十分注意し、流

出事故を防ぎましょう。

　万が一、油流出事故が発生した場合

は、すぐに市役所か消防署に連絡して

ください。

◆定期的にホームタンク周辺を点検し

　ましょう。

◆灯油をホームタンクからポリタンク

　に移す際は、その場から離れないよ

　うにしましょう。給油後はタンクの

　バルブが確実に閉まったことを確認

　しましょう。

◆屋根からの落雪などによる配管の破

　損を防ぎましょう。

●問合せ／仙北市環境防災課　

43-3308

自動車の登録手続きは
年度末を待たずにお早め
に！

　年度末、運輸支局の自動車検査・登

録窓口は、例年大変込み合います。

　とくに、3 月中旬以降は、自動車税

課税基準日（4 月 1 日）前に名義変

更や抹消登録手続きを行う方々によ

る駆け込み申請と車検車両の増加に

より大変混雑し、申請者の皆様には長

時間お待ちいただく状況になってい

ます。

　自動車の諸手続きをご予定の方は、

年度末前の比較的混雑の少ない 3 月

上旬ごろまでに手続きされますよう

お願いします。

●問合せ／東北運輸局秋田運輸支局

050-5540-2012

講師を派遣します

　東北財務局では、財政・経済・金融・

国有財産などのテーマで、地域グルー

プの勉強会や職場の研修会などに講師

を無料で派遣しています。

　最近、高齢者に対する振り込み詐欺

等の金融犯罪被害が多くなっているこ

とからその注意を呼びかけ、さらに最

近の話題として、消費税の引き上げが

なぜ必要なのか、我が国の財政の現状

と課題から分かりやすくご説明したい

と考えています。

　講演料、交通費等の費用は一切不要

です。

【お話できるテーマの例】

◆金融犯罪被害にあわないために

◆我が国の財政の現状と今後のあり方

◆社会保障と税の一体改革について

◆県内の経済情勢　など

●問合せ／財務省東北財務局秋田財

務事務所総務課　 018-862-4191

大曲税務署からのお知らせ
平成２４年分の確定申告
と納税はお早めに！

確定申告期限・納付期限
◆所得税・贈与税…3 月 15 日（金）

◆消費税・地方消費税…4 月 1 日（月）

※所得税、消費税・地方消費税の納付

については、便利で安全な振替納税（口

座振替）をご利用ください。

※確定申告期限に近づくほど、会場は

込み合います。

振替納税利用の場合の振替日
◆所得税…4 月 22 日（月）

◆消費税・地方消費税…4 月 24 日

　（水）

※確実に振替納税できるように、預貯

金残高をご利用ください。

インターネットで所得税の確定申告
書を簡単に作成できます
　 国 税 庁 ホ ー ム ペ ー ジ（http://

www.nta.go.jp）の「確定申告書等

作成コーナー」では、画面の案内に沿っ

て金額を入力すれば、税額などが自動

計算され、申告書や決算書などを作成

できます。詳しくは、国税庁ホームペー

ジトップ画面の「確定申告特集」をご

覧ください。

東日本大震災等により被害を受けら
れた方へ
　次に該当する方などの住宅や家財

などに損害を受けられた方は、所得税

の軽減等を受けられる場合がありま

すので、お早目のご相談と手続きをお

願いします。

◆雑損控除の申告手続きが済んでい

　ない方

◆雑損控除の申告がお済みで、平成

　23 年の所得金額から引ききれな

　い損失（繰越損失）があった方

確定申告に関するご相談は「電話相
談センター」でお答します

0187-62-2191

音声案内に従って番号を選択してくだ

さい。
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２/１６ 土 ●田沢湖高原雪まつり（たざわ湖スキー場特設会場） 2/1号P6

１７ 日

●田沢湖高原雪まつり（たざわ湖スキー場特設会場） 2/1号P6

●松葉・相内の裸参り（西木町桧木内字松葉） 2/1号P6

●角館南高等学校　バレーボール部招待試合（角館南高等学校新体育館 10：00） 2/1号P18

●そば打ち体験（神代就業改善センター　10：00 ～） 1/16号P13

１８ 月

●編み物教室（山鳩館 9：00 ～16：00） 2/1号P19 　～ 22 日
●生保内財産区管理会委員一般選挙立候補者説明会（仙北市役所田沢湖庁舎 10：00）

2/1号P11

●献血【全血】（10：00 ～16：00 場所・詳細な時間は15 ページをご覧ください）　 2/1号P15

●軽油引取税免税証（農業用）交付申請（角館交流センター 10：00 ～ 11：30・13：

00 ～ 15：30） 1/1号P29

１９ 火

●中高年のための「笑いでいきがいづくり教室」（田沢湖健康増進センター《受付》9：30 ～ 9：

50　《終了予定》11：30） 2/1号P15

●軽油引取税免税証（農業用）交付申請（田沢湖総合開発センター 10：00 ～ 11：

30・13：00 ～ 15：30） 1/1号P29

●第４回パソコン講座（エクセル基本）（総合情報センター9：00 ～ 12：00） 1/16号P12

２０ 水

●秋田内陸線・奥羽北線　広域観光フォーラム「秋田内陸線を活かした広域観光を考える」
（北秋田市　阿仁ふるさと文化センター13：00 ～16：00） P11

●雛菓子づくり（旧石黒（恵）家10：00 ～13：00） P8

●傾聴ボランティア「えくぼの会」（角館交流センター10：00 ～14：00） 2/1号P15

●行政相談所開設（田沢湖総合センター 13：00 ～ 16：00） 2/1号P19

●社会福祉協議会心配ごと相談（田沢湖総合センター 13：00 ～ 16：00） 2/1号P19

●献血【成分】（田沢湖総合開発センター　10：00 ～16：00） 2/1号P15

●第４回パソコン講座（エクセル基本）（総合情報センター9：00 ～ 12：00） 1/16号P12

２１ 木

２２ 金 ●角館　雛めぐり（かつらぎ（商工会角館本所） 2/1号P18 　～ 3 月 20 日

２３ 土 ●んみゃもの伝承教室（神代就業改善センター10：00 ～13：00） 2/1号P19

●あいちゃん先生のひなまつり教室（田沢湖図書館 10：00 ～12：00） 2/1号P13

２４ 日

●笹葉もち作り体験（仙北市活性化施設 10：00 ～12：00） P8

●男のワイルドクッキング教室（神代就業改善センター10：00 ～13：00） P8

●中里のカンデッコあげ（西木町桧木内字中里） 2/1号P6

●なろか（仙北市役所田沢湖庁舎前） 2/1号P6

●元気してらがフェスティバル（わらび劇場13：00 ～） 2/1号P18

２５ 月
●編み物教室（山鳩館 9：00 ～16：00） 2/1号P19 　～ 3 月 1日
●そば打ち体験（神代就業改善センター　18：30 ～） 1/16号P13

●第４回パソコン講座（ワード基本）（総合情報センター9：00 ～ 12：00） 1/16号P12

２６ 火 ●第４回パソコン講座（ワード基本）（総合情報センター9：00 ～ 12：00） 1/16号P12

２７ 水 ●こころの健康相談（角館交流センター、健康管理センター（角館）15：30 ～17：00） P5

２８ 木

●夜間納税窓口開設日（仙北市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17：15 ～19：00） P5

●全日本スノーボードテクニカル選手権（たざわ湖スキー場） P8 　～ 3 月 3 日
●仙北市社会福祉協議会主催　子育て支援事業（角館地域運営体「まちかど」10：30 ～

13：00） 2/1号P18

●社 会 福 祉 協 議 会 心 配 ご と 相 談（社会福祉協議会角館支所 13：00～16：00）

2/1号P19

3/ １ 金 ●第５回パソコン講座（パソコン基本）（総合情報センター 9：00 ～12：00） P9

２ 土 ●おはなし会　うさぎのみみ（総合情報センター 10：00 ～）

３ 日 ●生保内財産区管理会委員一般選挙投開票日 P4

４ 月

●第５回パソコン講座（パソコン基本）（総合情報センター 9：00 ～12：00） P9

●中高年のための「笑いでいきがいづくり教室」（田沢湖健康増進センター《受付》9：30 ～ 9：

50　《終了予定》11：30） 2/1号P15

５ 火 ●第５回パソコン講座（パソコン基本）（総合情報センター 9：00 ～12：00） P9

６ 水
●中高年のための「笑いでいきがいづくり教室」（健康管理センター（角館）《受付》9：30 ～ 9：

50　《終了予定》11：30） 1/1号P21

７ 木

仙北市カレンダー ２／１６土  ～３／７木  
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SR　インフルエンザに罹っ
てしまいました。病院に行
く前までは「二日酔いに比
べたらこんなカゼ大したこ
とない」と豪語するも、そ
の勢いは病院の検査結果（イ
ンフル陽性）や長続きする
高熱により鎮火…。熱が下
がった今も止まらない咳に
意気消沈中。

TR　2 月は冬まつり等、イ
ベントが盛りだくさん！こ
の号の発行日には、「田沢湖
高原雪まつり」が開催中で
す。今年は、子どもを連れ
て行ってみようかなと思っ
ているので、いつも以上に
天気が気になります。週間
天気予報は…、『雪』マーク
……。

YR　週末体調を崩し、今回
の広報編集にほとんど携わ
れず…。皆さん本当にすみ
ません。他にも多数ご迷惑
おかけしました。昨年末か
らこのつぶやきは反省ばか
り。生かさなくては。

つ ぶ や き

広報担当者の

No.124

ＩＮＤＥＸ
2-3

4-5

6

7

8-11

12

地域の話題　topics

市役所からのお知らせ

まちづくり日記
子育てインフォメーション

クニマス里帰りプロジェクト
特別企画展
仙北市の放射性物質測定状況

お知らせナビ

カレンダー


